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高齢化
率40％

１．地域の現況
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▼村上市の人口（令和6年2月1日住民基本台帳）

◎人口・位置

特別豪雪地域

冬期間累計降雪量 320㎝
最大積雪深 80㎝

村上市

（単位：人）
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１．地域の現況
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▲高齢者世帯数の推移（世帯全員が65歳以上）
（資料：国勢調査）

▼年齢３区分別人口と生産年齢人口割合の推移・推計
（資料：国勢調査、国立社会保障・人口問題研究所）

◎人口推移

村上市

30年で
約25％の
人口が減少



１．地域の現況
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夏）山焼き

◎村上市の旬

赤かぶ

町屋通り

越後本ズワイ

100種類を超える鮭料理

村上市元旦マラソン大会

お幕場大池
越後村上鮭塩引き街道

村上市



１．地域の現況
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１ これまでの雪処理対策の主な取組

２ 雪処理対策の課題

①除排雪自主活動補助事業
②小型除雪機貸出事業
③高齢者等除排雪援助事業
④雪下ろし命綱固定アンカー設置補助金

①除排雪作業中の死傷事故の発生
②人口減少や少子高齢化による除排雪活動の人手不足
③自治会活動の維持が困難
④除排雪業者の減少や従業員の高齢化
⑤民地の除排雪に要する行政コストの増大

◎取組・課題

村上市



２．豪雪地帯安全確保緊急対策交付金事業の概要

◎地域安全克雪方針
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第１章 はじめに

第３章 現状と将来見込に基づく課題

１ 除排雪作業に関する死傷者数
２ 人口・世帯数
３ 除排雪の体制
４ 除排雪業者の状況
５ 民地の除排雪に要する行政コスト

第２章 現状と将来見込み

１ 地域安全克雪方針策定の背景と目的 ⇒ 背景）除排雪作業の少人数化、高齢化
目的）除排雪体制の構築、死傷事故防止

死傷者事故が発生 ⇒事故防止のルール設定、安全対策
高齢化、人手不足 ⇒人材育成、デジタル技術導入
取組が困難、消極的な自治会 ⇒隣接する自治会等との連携
除排雪業者の減少 ⇒従事者の確保
民地の除排雪に要する行政コストの増大 ⇒民地は住民主体

１ 村上市地域安全克雪方針

村上市



２．豪雪地帯安全確保緊急対策交付金事業の概要
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第４章 住民参加による課題や取組等の検討

１ ワークショップの開催 ⇒ 3回（20団体参加） 【令和4年度】
２ 講習会の開催 ⇒ 6回（克雪活動、小型除雪機、アンカー設置） 【令和4,5年度】
３ 克雪モデル団体の活動事例  ⇒ 1自治体 【令和4年度】

・将来の姿を実現するためのステップ ⇒ 3年後、5年後、10年後
・将来の姿  ⇒ “お互い様”の安全除雪 ずっと笑顔で暮らせる地域
・目標と目標指標の設定 ⇒ 死傷事故ゼロ、地域の除排雪組織数、アンカー設置数

第５章 地域の将来構想

第６章 地域ルール・各主体の取組事項

・地域のルール ⇒ 自分のこと、地域のこと
・各主体の主な取組事項  ⇒ 市民、自治会、事業者、行政

村上市



◎死傷事故の防止に向けた各種取組（安全克雪事業）

２．豪雪地帯安全確保緊急対策交付金事業の概要
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○地域の共助による除排雪体制づくりを推進する。

○除排雪時の安全対策や補助制度に関するチラシを作成・配布し、
 地域住民への安全な除排雪作業の浸透を図る。

１ 克雪コミュニティモデル事業

２ 安全対策普及啓発事業

・ワークショップの開催 ３回（２０団体参加） 【令和4年度】
・克雪活動講習会、小型除雪機の操作講習会の開催 各２回

【令和4,5年度】

○屋根の雪下ろしにおける転落事故防止に有効とされるアンカー設置について、
 市内建築業者等の理解促進と技術習得を図るため講習を試行的に行う。

・啓発チラシの作成配布 ２回 【令和4,5年度】
・命綱アンカー設置講習会 ２回 【令和4,5年度】

ワークショップ

克雪活動講習会

アンカー設置講習会

村上市



３．地域安全克雪方針の策定に向けた具体的な調査手法
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◎ワークショップの開催

除排雪に関する地域の課題の共有や自立的で安全な地域の実現に向けた
将来あるべき姿について議論・検討するため、地域住民・事業者等が参加し開催

自治会12、福祉4、地域連携2、除雪業者2 計20団体

開催月 主な内容

第1回 令和4年10月 ①現状・課題の共有、課題を解決するための目標

第2回 令和4年11月 ①目標の達成に向けた取組 ②取組の達成により目指す姿

第3回 令和5年1月 ①これまでの検討のふりかえり ②将来あるべき姿

意見交換の
内容は各項目
へ反映

ワークショップ

村上市

目的

開催概要

参加者



３．地域安全克雪方針の策定に向けた具体的な調査手法
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◎ワークショップニュース

村上市



４．豪雪地帯安全確保緊急対策交付金事業の進捗状況

◎地域安全克雪方針 ◎死傷事故の防止に向けた各種取組

R4年10月
～R5年1月

• 地域課題の共有や将来像に関する
ワークショップの開催
（20団体が参加、3回開催）

R5年3月 • 地域安全克雪方針案の作成

R5年11月
• 活動事例発表
（10団体、18名が参加）

R6年2月 • 地域安全克雪方針案の作成
→パブコメ後、R6年3月に策定予定

R6年4月
～

• 地域安全克雪方針や支援メニューを
自治会等へ周知
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R4年7月
～12月

• 克雪活動講習会（42名）
• 小型除雪機の操作研修会（21名）
• 命綱固定アンカー設置講習会（20名）
• 啓発用チラシ配布（全戸）

R5年7月
～12月

• 克雪活動講習会（18名）
• 小型除雪機の操作研修会（10名）
• 命綱固定アンカー設置講習会（21名）
• 啓発用チラシ配布（全戸）

R6年1月 • 活動状況アンケート、聞き取り
（13団体）

村上市



◆人手不足が課題である。積雪量や気温を感知することで融雪が自動で行われる
 装置などデジタル化による先端技術の活用事例、隣接集落との連携による活動
 事例があったら教えてほしい。

◆克雪方針はシンプルなものでよい。この機会に克雪住宅数や自治会・団体の活動
 実態など除排雪に関する地域の現状把握をやるべき。

◆10年後には高齢化率が約45％となる村上市において、これからの民地や地域の
 除雪を見つめ直す良い機会となった。

５．交付金事業での気づき
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村上市



ご清聴ありがとうございました
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新潟大学宍戸ゼミ×村上岩船定住自立圏★政策プレゼンテーション ～雪かきによるコミュニティづくり～
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